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公明党では無料の法律相談を行っております

お申し込み、その他、ご相談・ご要望は

くりばら まで
電話は ０９０－３４７６－６５２６

信
通

市民の皆さまにはいつもご理解と真心のご支援を頂き

誠にありがとうございます。本年は夏に東京五輪が開催

されるという夢と希望に溢れる１年になります。

さて、国連主導により始まったＳＤＧｓ＝２０３０

年に向け、持続可能な世界を目指す運動は、我が街春日

部でも推進本部を立ち上げました。誰一人取り残すこと

のない街づくりを目指して頑張ります。

今後とも変わらぬご支援を宜しくお願いします。

地球温暖化防止の意義も含め環境

に優しい電気自動車を導入です。

議会でも取り上げたのですが、リー

ス契約、ドライブレコーダー、市に

馴染みのナンバープレートなど要望

に添ったものとなりました。

温暖化防止へ 電気自動車 導入です

防災行政無線が聞き取れない対策として

防災行政無線は、屋内にいる場合・周辺地域の状況・天候などに

より聞こえづらい場合があります。

内容が分からなかった場合は
電話による自動音声案内を行ってます。

☎：０１２０-８９９-３００
自動音声案内は、直近の放送を案内しています（通話料無料）

安心安全情報メールでも配信を行っております。
事前登録が必要です。

ＱＲコードを読み込んで指示に従って下さい→

過去の内容も確認できますので、ご活用下さい

（通信料が発生する場合もあります）



●子どもの貧困対策計画の策定について

Ｑ：子ども達への虐待やいじめなど、子どもを巡る問題
はあとを絶ちません。特に教育問題など貧困の連鎖に関
する対策は重要なことです。国は子どもの貧困に対する
大綱を定め、自治体にも貧困に対する計画の策定を求め
ております。市の考えをお伺いします。

Ａ：国も大綱を定めてることから、
その趣旨を十分に踏まえながら、計
画策定の必要性の検討を含め、効果
的な貧困対策に取り組んでいきます。

●新生児聴覚スクリーニング検査費用に
公費負担をすべき

●公共事業の施工時期の平準化
・適正工期の確保について

Ｑ：新生児の聴覚検査は早期発見で早期治療が可能にな
り、早期療養に繋げることで、言語やコミュニケーショ
ン能力の発達を促すことになるものの、経済的理由もあ
って全員が検診されてはいないようです。漏れなく検査
が出来るように公費負担を検討するべきと思うところで
すが、市の対応をお伺いします。

Ａ：市としては、埼玉県が行ってい
る妊婦健康診査助成券と同様に１都
６県の医療機関と一括契約に向けて
準備を進める動きがあることから、
県の動向を注視し、公費助成の実施
に向けて検討します。

Ｑ：想定外の大災害が頻発する昨今。市民の生命財産を
守るのは行政の努めです。しかしながら大自然の驚異を
前にして行政は非力であり、それを補ってくれるのが地
域の建設業界や土木業界の皆さまです。
しかし、行政の予算の大原則が単年

度予算と言うことであり、発注のタイ
ミングが時期により偏ります。その為
に現実には人手不足、人材不足が深刻
です。
そこで、早期の繰越明許費の設定や

県が実施している「ゼロ債務負担行為」
を導入した平準化対策などをとれない
ものか、お伺いします。

Ａ：施工時期の平準化は、公共工事
の品質の確保と建設事業者等の育成
及び確保が図られると考えておりま
す。
発注者、受注者の双方にメリット

があることから、公共工事の平準化
対策は、重要な課題と認識しており
ます。
「ゼロ負担債務行為」の設定が可

能な工事等への導入については関係
部局と連携して検討させて頂きます。

令和元年１２月度 定例議会における 一般質問


